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商用化を阻む「ライセンスの壁」



「LibreYOLO」によるブレクスルー（MITライセンス）



なぜ、このワークフローでは、RF-DETRを選定するのか ? 

LibreYOLO提供の多様なモデルから、次世代アーキテクチャ「RF-DETR」を採用。



YOLOのメカニズム : 局所的・ヒューリスティック



RF-DETRのメカニズム : 大域的エンドツーエンド



YOLOが優位性のある領域



DETRの真価が発揮される複雑な現実世界



アーキテクチャの比較 : YOLO vs RF-DETR





補完技術としてSAHIによる微小物体検出の追加







マルチソース統合の泥臭いエンジニアリング（データの壁）



現実世界とデータセットの「アングルのギャップ」



堅牢性を生み出すデータパイプライン (Augmentation)



本番運用レベルの検出精度 (mAP@50)



F1スコアによるキャリブレーション（信頼度閥値の最適化）



リアルタイム推論パフォーマンス
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